











低 くなり,同 じ高校ランクであっても,現役で大学に入学 した者より低い結果となった。さらに,二
浪以上の大学難易度の低下が,高校ランクAとB,C,Dと で大きく二極化 している。二浪以上は,
さらに受験勉強する時間が多い分,そ れに比例 して学力が上がるわけではなかった。そこには意欲の
減少が考えられ,そ の意欲を維持できるものは,や はり高校ランクが高い者,も しくはそれと因果関
係にある社会階層の高い者である可能性が示唆された。
























































































3.ト ラ ッキ ング概 念
























大学(学部)偏差値 不明* 1,II 45-4950-5455-5960-6465-6970-74
A高 校(67,63)** 0.6 o.o 0.6 3.1 26.5 37.8 21.7 9.8
B高 校(61) 6.2 0.4 o.s 12.0 38.4 35.3 6.2 o.s
C高 校(56) 0.6 3.5 7.1 27.7 37.1 22.9 1.2 o.o
D高 校(53) 14.1 6.5 24.1 30.6 17.7 6.5 0.6 0.0
E高 校(44) 33.3 o.o 16.7 50.0 o.o o.o o.o o.o
注)()内 は偏 差値
*不明 のほ とん どは入 学難 易度 が低 い






















































































































































5.1高 校 ・現役or浪 人 と大学 ラ ンクの関連
まず,こ れまで教育社会学を中心に,述べら
れてきた高校ランクと大学ランクとの関連をみ




























































ンク(表3)に 関 して,現 役or浪 人 の効 果が
トラ ック間の移動 に大 き く影響 して いると考え
られ る。 そ こで,現 役or浪 人 で コ ン トロール
し,高 校 ランクと大学 ラ ンクとの関連を再度分
析 してみよ う。
まず,上 段 の現役 での高校 ラ ンク×大学 ラ ン
クの表か ら確認 してみよ う。高校 ラ ンクBで,
26.7%が大 学 ランクAに 進学 してい る一 方,高
校 ランクAで,大 学ラ ンクB・Cに 進学 してい
る53.0%が大学 ランクAに 進学 で きてお らず,
若干の敗者復活は浪人 せず とも可能 であるこ と
が うかがえ る。 しか し,下 段 の浪人 での高校 ラ
ンク×大学 ランクの表をみると,現 役において,
高校 ランクBの 者が大学 ランクAに 進学 する比
率が,現 役時 とくらべて も大幅に上昇 してお り,
50.6%とな って いる。 また,高 校 ラ ンクBに お
けるメイ ンルー トと考え られ る大学 ランクBに
は,現 役時では56.0%が進学 して いる。 しか し,
浪人す ることによ って,そ の メイ ンルー トが34.
6%に まで減少 し,大 学 ラ ンクAへ の進学 率が
50.6%とな っている。 つ ま り,竹 内のい う敗者
復活 や トラ ック間の上昇移動 は,や は り浪人す
ることによ ってなされて いる部分がか な り大 き
い ことが推測 される。






































































現役 高 校 成 績
or合 計N
古 浪人 上 中 下同
校 現 役46・8%26・4%・:%100.0%466
一 浪32 .5%26.2%41.3%100.0%126
A二 浪 以 上25 .0%25.0%50.0%100.0%12
合 計43.4%26.3%30.3%100.0%604
現 役 高 校 成 績
or合 計N
高 浪人 上 中 下
校 現 役47.7%33・5%..%100・0%352
一 浪36 .5%48.6%14.9%100.0%74
B二 浪 以 上2&6%42 .9%28.6%100.0%7
合 計45.5%36.3%18.2%100.0%433
現 役 高 校 成 績
or合 計N
高 浪 人 上 中 下
校 現 役49.0%35・2%15・7%100・0%210
一 浪40 .0%44.0%16.0%'100.0%25
C二 浪 以 上:11%20 .0%0.0%100.0%5
合 計48.8%35.8%15.4%100.0%240
現 役 高 校 成 績
or合 計N
高 浪 人 上 中 下
校 現 役53・1%29・7%17・2%100.0%128
一 浪55 .6%44.4%0.0%100.0%9
D二 浪 以 上0 .0%100.0%0.0%100.0%3
合 計52.1%32.1%15.7%100.0%140
あ る 。 しか し,二 浪 以 上 の 者 の 高 校 成 績 が 押 し
並 べ て 低 い 傾 向 に あ る わ け で は な い 。 こ う した
結 果 は,高 校 成 績 が ラ ン ク 上 昇 の 足 枷 と な っ て
い る わ け で は な い こ と を 示 し て い る 。
5.3浪 人 す る こ と は 大 学 進 学 に ど の く ら い
効 果 が あ る の か
ク ロ ス 集 計 に よ る 分 析 に よ っ て,5.1で は,
高 校 ラ ン ク が 高 い ほ ど,現 役 よ り も浪 人 して い
る 方 が,よ り ラ ン ク の 高 い大 学 に 進 学 して い た 。
しか し,浪 人 に も 限 界 が あ り,二 浪 以 上 して い
る 場 合,現 役 や 一 浪 よ り も ラ ン ク の 低 い大 学 に
入 学 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 そ し て5.2
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表6変 数 リス ト
〈従属変数〉 変数内容 変 数 値
大学難易度 難 易 度 別 表2で示した入試難易度
〈説明変数〉 変数内容 変 数 値
父 学 歴 父教育年数
18:大学 院16:大 学14:短 大 ・高 専
12:高校9:中 学 校
高校ランク 難 易 度 別
4:高 校 ラ ンクA3:高 校 ラ ンクB
2:高 校 ラ ンクC1:高 校 ラ ンクD
高 校成 績 高 校 成 績 3:上2:中1:下

































































































































































と も確かで ある。そ うしたなかで,本 稿で の計
量分析か らのアプローチは,こ れ まで手付かず








































6)高 校 ラ ン ク の 分 類 に は2004年6月12日 発 行
「サ ンデ ー毎 日特 別 増 刊 大 学 入 試 全 記 録 「高 校















Aラ ンク→2004年4月18日発行 「サンデー毎 日」
掲載,「全国有名804高校主要大学合
格者数」





















あることから,こ の数値は現役,一 浪,二 浪以
上の学力としての判断材料とみて もよいだろう。
8)本データは社会学系という文系に限られてい
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